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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
以下の事業を定期的に実施し、小児血液領域・小児がん領域の学術的発展に寄与している。 
①日本小児血液・がん学会学術集会（毎年 1 回）の開催 
②出版物 
学会雑誌（日本小児血液・がん学会雑誌）の発行（毎年 5回）、英文オフィシャルジャーナル（Pediatric 
Blood & Cancer）の発行（毎年 12 回）、学会編集テキストの発行（小児血液・腫瘍学）第 2版、学会編
集ガイドラインの発行（小児白血病・リンパ腫診療ガイドライン、小児がん診療ガイドライン）2016 年
版（2024年版を現在作成中） 
③医療者向け研修会の開催 
小児医療に携わる医師に対する緩和医療研修会（CLIC） 毎年 3 回開催 
厚生労働省委託事業「小児・AYA 世代がんの長期フォローアップ体制整備事業」毎年 4 回開催（アド
バンス研修含む） 
④小児血液・がん専門医制度に関する事業 
小児血液・がん専門医、指導医の認定・更新 
小児がん認定外科医の認定・更新 
小児血液・がん専門医研修施設（群）の認定・更新 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
小児領域特有の造血器・固形腫瘍と血液疾患の治療成績の向上をめざして、早期から開始した各グルー
プ研究と治療開発の成果は国際的にも高く評価されている。1998 年と 2018 年に国際小児がん学会
（SIOP）学術集会、2024 年に国際小児がん学会アジア地区大会（SIOP Asia）を本邦で開催するなど
国際学会にも貢献している。韓国小児血液・がん学会(KSPHO)とそれぞれの学術集会においてジョイ
ントシンポジウムを開催している。また、アジアを中心として発展途上国の小児血液・がん疾患の診療
援助として web カンファレンス、研修生の受入や学術交流を進めている。わが国特有の臍帯血移植な
ど造血細胞移植技術とゲノム医療の進歩は、個別医療を推進するとともに、がん素因や遺伝性疾患を考
慮して診療を行ってきた小児領域がかかえる課題（AYA 世代と移行期医療）とその克服に関しても、
先進的な役割を果たすことが期待される。 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

小児血液・がん疾患を診療する優秀な後進の育成を目指し、小児血液・がん専門医制度を運営している。
エビデンスの少ない希少疾患である小児血液疾患、小児がん疾患について登録事業およびガイドライ
ン作成を通じて、研究および診療支援を行っている。Pediatric cancer survivor とともに稀少で多彩な
遺伝性血液疾患の患者も長期フォローアップの重要性と移行期医療の在り方について検討を継続して
いる。AYA 世代の支援はがん治療を終えたものと新たに発症したものに対して、小児と成人領域の統



合的医療の重要性を再認識させるものである。小児慢性特定疾患と指定難病制度について学会から対
象疾患や診断基準の策定に協力している。 
ｄ.学会運営上留意している点 

本学会は多彩な希稀少遺伝性疾患と生命予後の不良な悪性疾患の小児を対象とすることから、小児科、
小児外科以外を専門とする整形外科、脳神経外科、放射線科、病理などの専門医・臨床医および治療医
学の開発・実践に関わる医学研究者のほか看護師を含む医療スタッフなど多彩な職種の会員が存在す
る。患児を中心として、長期フォローアップ、倫理的課題や緩和ケアまで専門領域の融合と医療人の多
職種連携による包括的活動を推進しながら学会運営を行っている。また、以下のテーマについては理事
長諮問委員会をおいて重点的に活動している。長期フォローアップ・移行期医療委員会は前述の厚生労
働省委託事業 LCAS を開催している。女性医師活躍支援委員会を組織して女性医師の活躍の場を拡げ
ることを検討している。近年急速に実臨床に組み入れられている分野としてゲノム医療・細胞療法委員
会をおいて学術活動の面から支援している。 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

基本領域である日本小児科学会とその分科会のほか、日本小児外科学会、日本血液学会、日本癌治療学 
会、日本臨床腫瘍学会、日本造血・免疫細胞療法学会、日本血栓止血学会、日本緩和医療学会などの日
本医学会分科会と連携して合同シンポジウムの開催、各種ガイドラインの作成及び改訂を行っている。
ゲノム医療に対応し、現在成人・小児進行固形がんにおける臓器横断的ゲノム診療のガイドラインを日
本癌治療学会および日本臨床腫瘍学会と編集している。AYA 世代や移行期医療の支援については日本小
児科学会およびその分科会と連携し活動している。生殖医療と周産期領域に関しては日本産婦人科学会
と連携している。臨床研究や社会広報活動ではNPO 日本小児がん研究グループ（JCCG）との連携を継
続しながら全国規模で行っている。がんゲノム医療が実装され、造血器・固形いずれの腫瘍においても
二次所見の取り扱いなどがとくに小児領域では重要課題となるため、臨床遺伝専門医や臨床遺伝カウン
セラーと遺伝カウンセリングの拡充に努めている。 
 


